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完了プロジェクト紹介



グローバル本社及び刈谷再編計画 11建築概要

豊田

名古屋

トヨタ紡織
刈谷工場

刈谷駅から
徒歩10分程

創業100周年を機に「伝統と先進性を100年先まで受け継ぐ」グローバル本社を建設する

グローバル本社

敷地境界

今回計画

トヨタ紡織
刈谷工場

刈谷駅

周囲はトヨタ系の様々な

工場が建ち並ぶ工業地域

建築概要

建物名称 ：トヨタ紡織グローバル本社

建築主 ：トヨタ紡織株式会社

設計・施工 ：株式会社竹中工務店

建築地 ：愛知県刈谷市豊田町１丁目１番地

建物用途 ：事務所

敷地面積 ：103,598m2

構造・階数 ：S造、制震構造、F6（M2Fあり）

建築面積 ：3,535m2

延床面積 ：13,119m2

竣工年 ：2020年5月

（稼働：2020年8月）

工事期間 ：2019年5月1日～2020年5月20日

(令和元年5月1日着工)

警備棟

付属歴史展示館

新立駐棟
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１階：大ホール

３階：食堂

４階：執務エリア

６階：執務エリア

５階：執務エリア

２階：グローバルコラボ
レーションエリア

１階：製品展示スペース

屋上：太陽光パネル

のこぎり屋根：屋上緑化・採光・通風

杜の涼風を活用した
自然換気

光をやわらかく
反射し、下階へ
届ける曲面壁

北面からの安定した採光
吹抜階段による自然換気

日射をコントロールする
「紡ぎ織るスクリーン」

杜を身近に感じるテラスでの
屋外ワーク「ソトワーク®」

太陽光パネル(142kW設置)・
蓄電池の最適制御・BCP対策

水盤
雨水ピット

水盤を活用した屋上緑化への雨水利用

潜熱・顕熱分離空調
・ヒートポンプ式デシカント外調機
・高顕熱型エアコン

照明と空調の省エネ・ウェルネス制御

エアコン室外機
への散水制御
による高効率化

地中熱利用クール＆ヒートピット

工水の雑用水利用

I.SEM®による太陽光パネル・蓄電池制御
負荷予測・デマンドカット制御
・太陽光パネル（警備棟：10kW）
・蓄電池（50kWh）

BCP対策
発電機・タンク
72時間稼働想定

最先端の技術を備えた省エネルギー・ウェルネス（健康増進）オフィス

快適な光・熱環境を生み出すファサードエンジニアリング1
エネルギーの消費を大幅に削減する高効率機器・自然エネルギー利用2
無駄な負荷を徹底的に抑制する様々なセンシング・最適化技術3

刈谷の杜
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屋上緑化併用ハイサイドライト・複合システム
（屋上緑化・自然採光・自然換気・水盤の雨水利用の複合システム）

ハイサイドライトからの
やわらかな自然光を下部
のホールへ

天井のファブリックスクリーンが自然光を
拡散させやわらかな雰囲気の空間を作る

自然換気・排煙窓として開放可能なハイサイドライト東側からの安定した自然光の取り込み

ハイサイドライト断面図

散水と蒸散効果による温度低下・冬は植栽による断熱効果あり

断熱

屋上緑化

水盤

屋上緑化併用ハイサイドライト・複合システム

水盤の雨水利用

自然換気

自然採光

自然採光・換気

屋上緑化

水盤の雨水利用

ヒートアイランド緩和・
自然利用ハイブリッド技術

水盤に貯めた雨水を濾過し
屋上緑化の散水に利用する
ことで水資源を再利用
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・繊維製品を製造する企業のアイデンティティを示しつつ、眺望を確保しながら
日射・採光をコントロールする先進的技術として、紡ぎ織るスクリーンを開発

・スクリーン形状・太陽高度・日射量を考慮した自動制御ブラインドとの連動制御を
年間を通じて行うことで、採光コントロールを実施

紡ぎ織るスクリーン

スクリーンを考慮した

自動制御ブラインド

による昼光制御を実施

森と共存した

木漏れ日の空間

眺望を確保しつつ
日射・採光をコントロール

夏の日射

春・秋の日射

冬の日射

やわらかなスクリーンが森に浮かび
グローバル企業のアイデンティティを表現
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・日射シミュレーションではルーバーの各種パラメーター（角度・ピッチ・曲がり
等）を可動パラメータとして変更、眺望と高い日射遮蔽性能を確保するデザイン

・年間の日射ピーク負荷を約67％削減可能な日射遮蔽性能

日射遮蔽性能（日射負荷シミュレーション）
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日射ピーク負荷を

約67％削減

↓ピーク時日射量：787W/㎡

日
射
量

↓ピーク時日射量：263W/㎡

シミュレーションモデル

日射負荷シミュレーション

コンピュテーショナルデザインソフト（Rhinoceros,Grasshopper,LadyBug,Honeybee）を組み合わせ実施
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5000K・500lx（朝方） 3000K・300lx（夕方～夜）

・執務室には生体リズムに合わせて照明を調光・調色制御する
ウェルネス照明制御を採用

・始業時は色温度5000K・照度500～750lxとし、
覚醒による業務の効率化

終業時からは色温度3000K・照度300～500lxとして照明電力を削減し、
残業抑制・ライフスタイルを改善

⇒知的生産性の向上と健康増進を図る
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・人感・照度センサ制御(センサ区分を71エリア）にて
室内状況に合わせた効果的な省エネ運転

・窓際には明るさセンサを設置、窓際の輝度演算を行い、出力調整

マルチ（人感・照度）センサー制御

人感センサー制御

調光・調色器具

調光器具

ON-OFF器具明るさ演算制御

人感・照度センサー制御（会議室個別）

照明の人感・明るさセンサエリア制御
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・放射空調を用いたドラフト感のない快適な熱環境を形成し、
知的生産性の向上と健康増進を図る

・窓面にはLow-Eペアガラス(アルゴン封入) を設置し、ぺリメータレス化

▼

屋上

4,5F

ヒートポンプ式
デシカント
外調機

高顕熱型パッケージ
空調室外機

放射しみ出し
パンチングパネル

エアコン
室内機

ダンボール
ダクト
チャンバー

：給気ダクト ：還気ダクト ：外気ダクト ：ぺリ処理ダクト

▼

ぺリメータ
ファン

微風吹出 柱型ダクト
にて天井内へ

Low-Eペアガラス
（アルゴン封入）

床吹出口（ファン付・センサ連動）

自然換気

ぺリメータレス・天井・床放射空調

環境 にやさしい
ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙﾀﾞｸﾄを採用
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・人の在・不在をセンサー検知し、空調・換気と連動したエリア制御を計画

・在・不在、勤務時間内・外で、エアコンが通常・2℃シフト・送風モードで変更

・ファン付床吹出口（風量3段階）を感知エリアで自動運転し、
在室エリアに優先的に新鮮外気を導入、知的生産性の向上につなげる

空調の人感センサエリア制御

人感センサー制御区分

床吹出口（ファン付）ぺリメータファン制御

（冬期コールドドラフト対策用）

天井放射パネル

VAV（西）
CO2制御

VAV（東）
CO2制御
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「ソトワーク指数」で屋外テラスの活用を促す

屋外テラス（2F）

季節毎の「刈谷の杜」の表情

を取り込んだ表示を行い

屋外スペースの活用を促す

５

通常のソトワーク表示

杜の表情を取り込んだソトワーク表示

杜の表情

風速・日射量・気温等に応じて屋外スペースの快適度を算出した「ソトワーク指数Ⓡ」に加え

室内外の「CO2濃度」「空気の汚れ」を表示し、屋内に居ながら屋外の快適性を可視化する

ことで屋内にいる人々を屋外スペースへ効果的に誘導するシステムとした。

ソトワークが可能です。

空気の汚れ表示 CO2濃度表示

四季折々の植物の写真

刈谷の杜
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移転前79名、移転後65名回答

移転前74名、移転後42名回答

省エネルギー

知的生産性環境満足度

健康

BEI値 0.36にてBELS認証を取得
（１万㎡超えのオフイスビルとして
国内トップクラスの省エネ値を達成）

CASBEE-OHC (オフィス健康チェックリスト)

移転前

60点
移転後

90点

153点満点

環境満足度は移転後
に全体的に向上。
オフィス環境の総合
評価は＋1.15の大き
な向上が得られた。
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IT

総合

2020年移転前 2021年移転後

＋0.34

＋1.02

＋1.06

＋0.85＋0.95

＋0.33

＋1.15

CASBEE-オフィス健康チェックリスト
の合計スコアは、移設前はスコア平均
値をやや下回ったが、移設後は上位
1 5 ％以内に含まれるハイスコア
となった。

移転前79名、移転後65名回答

知的生産性は移転後に
向上、「-10～0％未満
低下する」と回答した
割合が減り、「10～
20％未満向上する」と
回答した割合が増加。

平均値は4.0％から
13.0％へ9.0ポイント
向上した。

CASBEE
Sランク

1.不満, 2.やや不満,  3.どちらともいえない,
4.やや満足 ,5.満足

環境満足度評価
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移転前

移転後

平均4.0% 13.0%

低下 向上

知的生産性評価

空調

387 

換気

35 照明

96 

給湯

5 昇降機

28 

太陽光

-122 

計画：ZEB Ready

実績：Nearly ZEB

（2021年実績値に2022年太陽光
パネル増設分を加えて達成見込み）

75％
削減

64％
削減

429ＭＪ/㎡/年
（36％）

省エネルギー・ウェルネス評価を行い、共に高い評価が得られていることを確認した。


